急啓
このたびは私事にて誠に恐縮ですが、折り入ってお願い申し上げたく、一筆差し上げます。
  
実は、長男がこの春より大学に進学することとなり、入学金や学費の納入に当たり、予想以上の出費がかさむことになりました。奨学金の手続きは進めておりますが、振込は４月以降になるとのことで、当面の支払いに不足が生じております。  

つきましては、誠に勝手なお願いではございますが、５０万円ほどご融通いただけませんでしょうか。入学後すぐに奨学金や学資保険が下りる見込みでございますので、その時点で全額を返済いたします。  

このようなお願いを差し上げるのは大変心苦しい限りですが、どうかご理解のうえお取り計らいくださいますよう、何卒お願い申し上げます。  

　　敬具
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